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－日本最大の先住民の住居跡発見 ……
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不動堂遺跡については、昭和の初期において既に埋稿文化財

の包含地としてマークされていたが、岡知30年頃の水田拡張工

事中に多量の遺物が発見され、縄文期の遺跡が鹿蔵されている

ζとが確認された。

当地区の圃場整備事業の実施に先だち、県教育委員会では、

昨年度の下山新遺跡の発担に引き続き、本年6月から本格的な

発掘調査を開始し7月中旬にこれを終えたが、ζ の遺跡は、不

動堂～横水剛地区にまたがる約！万平方メートノレの広大なもの

で発明調査が進むにつれ、住居跡が約20陳に及ぶ乙とも推定さ

れた。

完全に発掘されたものは4棟だけであるがそのほか食趨院晴

用と思われる多数の穴と、ヱ器などが出土し、発見された住居

跡のうち 1棟は、今までわが国では前例のない特別大きいもの

で、時代は縄文中期前葉（約5000年前〉長径17メート／レ、短

径8メートノレの長だ円形で》長自II中央等間備に直列する石組み

の炉跡が4個配置され、太い柱穴が16個発見された。

今までに日本で発見されている縄文期の住居跡の大きさはお

おむね、 6メ｛卜／レの4メートノレ程度であるから大体その大き

さは想像できるであろう。石組炉も普通の住居跡にあっては大

不動堂遺跡

依2個が標準であり、 4偲の炉をもっ住居跡は、とれがはじめ

てである。

しかし、乙れを単なる大家族の住居・として使われたものか、

あるいは呪祭などを行なった集会所のようなものとして使われ

たものかは未だ不明であり、 今後の研究に待つほかはないが、

写真で見られるように、 中央西側j寄りに、わずか偲くなってい

るととろから、そのあたりに間仕切りがあったようにも考えら

れ、あくまで恕像の域を脱し得ないが、たとえば現友別とか、

支配者、被支配者別といったような、集会時における区分のた

めの間仕切りがあったかとも思われる。

裂するに、 F山新遺跡は、旧m部川東河岸段丘上にあり、こ

の不動堂遺跡は、小川べりの段丘：上に発達した先住民の住何跡

群であり、この地万は共に先住民たちの生活を満たすための条

件が揃っていたことが想像される。

浜山玉造り遺跡、1J:ども含めて朝日町区域内に散在するおびた

だしい遺跡活字の存在は、わが郷土朝日町が北陸東端の特殊な地

勢を哲景として古来より恵まれた臼然環境の俄であることに思

いをいたしたい。
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原
因

に
つ
な
が
り
降
雨
時
は
路
面
が
滑
り
や
す

く
な
る
の
で
ス
ピ
ー
ド
は
樫
え
日
に
し
ま

1
U

ょ－つ。

⑥
歩
行
者
保
護
に
徹
し
よ
う

「
横
断
歩
道
上
の
歩
行
者
」
に
対
し
て

は
必
ず
一
時
停
車
し
て
、
歩
行
者
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

－
自
動
車
を
も
っ
と
き
は
J

「
車
庫
証
明
が
必
要
で
す
し

さ
き
に
新
聞
折
込
広
告
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
十
二
月
一
日
か
ら
車
を
も
っ

と
き
は
、
必
ず
車
庫
証
明
が
い
り
ま
す
。

＊
証
明
の
手
続
き
は
所
轄
の
欝
察
で
＊

J
t
r
、，也、．
1

．e、t
f．，、
J
t
：
，e
】
・：・、，、：
．、Jt

．
 

…

節
電
に
協
力
を
片

時

H
北
電
だ
ょ
っ

u

山

一
石
油
製
情
に
よ
り
沼
気
を
釘
引
に
使
ゲ

レ
い
即
閣
に
と
協
刀
願
い
ま
す
。

～

｝

一
、
使
用
し
な
い
部
屋
の
電
気
は
つ

い

》

と
め
て
尚
し
た
い
も
の
で
す
。

、

人

一
、
瞬
間
企
倣
式
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
V

～

は
い
つ
も
電
気
が
き
て
い
ま
一

ん

す。

〈

、

お
や
す
み
削
に
は
コ
ン
セ
ン
ト
γ

～

か
ら
ぬ
き
ま
し
ょ
う
。

～

H

一
、
溜
気
コ
タ
ツ
は
出
来
る
だ
け
低
～

（

翻
で
使
用
し
ま
し
ょ
う

0

（

，

一
、
電
気
揃
除
舗
は
ゴ
ミ
申
告
多
く
H
Y
F

伊

メ
、
た
ま
た
ま
使
用
し
ま
す
と
～

い

効
果
が
都
ち
ま
す
。

h

v
’目、
．・・
．，z
、，，
．．
 
・・，，‘、，・
．．
 

・、，，、．
・・．．
 
、、，
a
、．a
・．，、，，‘
．．
 
・．
，z
、，



(4) 

正改の
－E
E
S
 

伊条防予，、，、，、置F，、，，火
「
あ
さ
ひ
」

十

一
月
号
で
、
火
災
予
防
条

例
の
改
正
点
の
う
ち
、

炉
、
か
ま
と
等
の

設
備
や
燃
料
タ
ン
ク
及
び
火
を
使
用
す
る

器
具
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
が
、
今

回
は
灯
油
等
、
油
類
の
貯
蔵
、
取
り
扱
い

及
び
、

消
防
署
へ
の
届
出
事
項
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

①
灯
油
の
貯
蔵
文
は
取
り
扱
い

の
基
準

消
防
法
で
は
灯
油
又
は
石
油
等
を
第
二

石
油
類
と
い
っ
て
五
ハ

δ
リ
ッ
ト
ル

（大

の
ド
ラ
ム
缶
二
本
半
）
を
指
定
数
量
と
定

め
て
お
り
、
一
般
家
庭
で
は
乙
の
数
量
以

上
を
貯
航
し
た
り
取
り
絞
っ
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
各
家
庭
で

は
五

O
O
リ
ッ
ト
ル
ま
で
の
貯
離
が
許
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
択
の
よ

う
な
注
越
市
中
項
が
朝
日
町
火
災
予
防
条
例

に
よ
っ
て
、
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

よく読んで規則を守り

恐ろしい火災を防ごう

昭和48年 12月 10日
月刊〈毎月10日発行〉

1月1日から実施

C2) 

ひさあ（貯蓄鎚易会号）第220号

守
っ
て
、
貯
蔵
又
は
取
り
段
い
を
し
て
く

だ
さ
い
。

一
、
灯
油
類
を
貯
蔵
し
た
り
取
り
般
う
場

所
で
は
火
を
使
わ
な
い
乙
と
。
ま
た
、

そ
の
付
近
は
い
つ
も
整
理
し
て
、
燃
え

る
よ
う
な
物
を
お
か
な
い
こ
と
。

ニ
、
灯
油
類
を
貯
蔵
ま
た
は
取
り
扱
う
時

は
容
器
か
ら
油
が
洩
れ
た
り
、
あ
ふ
れ

た
り
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
と
と
も

に
、
地
震
等
で
容
認
が
倒
れ
た
り
、
上

か
ら
物
が
務
ち
て
損
悔
す
る
よ
う
な
所

に
置
か
ぬ
こ
と
。

三
、
灯
油
類
を
入
れ
た
容
器
を
取
り
扱
う

時
は
、
倒
し
た
り
、
落
し
た
り
、
引
き

ず
る
よ
う
な
乱
暴
な
扱
い
を
し
な
い
と

と。

園
、
各
家
庭
で
使
用
さ
れ
る
灯
泊
類
を
塵

外
で、

タ
ン
ク
ま
た
は
ド
ラ
ム
缶
等
で

二
五

O
リ
y

ト
ル
以
上
五

O
Oリ
ッ
ト

ル
’未
満
を
貯
蔵
ま
た
は
取
り
扱
わ
れ
る

と
き
は
択
の
閣
の
よ
う
に
建
物
か
ら
離

し
て
お
く
こ
と
。

午

d
J

ζ

 

a
R

吻

五
、
タ
ン
ク
や
ド
ラ
ム
缶
以
外
の

一
八
リ

ッ
ト
ル
入
り
の
告
や
ポ
リ
容
諮
等
で、

一
O
Oリ
γ
ト
ル
以
上
二
五

O
リ
Y

ト

ル
未
満
を
貯
蔵
ま
た
は
取
り
扱
う
時
は

次
の
図
の
よ
う
に
し
て
建
物
か
ら
離
し

て
お
く
こ
と
。

－一一」豆一一戸」

＇＂＂＇、 L

ー之

六
、
タ
ン
ク
や
ド
ラ
ム
缶
以
外
の
前
号
の

容
器
等
で
一

一五
O
リ
ッ
ト
ル
以
上
玉

O

O
リ
ッ
ト
ル
未
満
を
貯
蔵
ま
た
は
目取
り

担
う
時
は
次
の
閣
の
よ
う
に
な
り
芝
す

~特

z，.民主

む宮川
lは

抽ii

但
し
、
ブ
ロ
γ
ク
の
へ
い
、
燃
え
な
い

物
で
つ
く
っ
た
壁
に
面
す
る
時
は
、
距

援
を
ち
ぢ
め
て
お
い
て
も
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

七、

毘
内
で
灯
油
類
を

一
O
Oリ
ッ
ト
ル

以
上
五

O
Oリ
ッ
ト
ル
未
満
を
貯
歳
ま

た
は
取
り
担
う
時
は
、
柱
、
壁
、

及
び

床
、
天
井
等
は
燃
え
な
い
も
の
で
つ
く

り
、
出
入
口
に
は
鉄
の
戸
ま
た
は
ト
タ

ン
を
張
っ
た
一
戸
を
取
り
付
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
外
、
中
に
充
満
す
る

が
ス
を
外
へ
排
出
す
る
設
備
を
し
な
げ

れ
ば
な
ら
な
い
。

八
、
タ
ン
ク
を
設
け
る
場
合
は
定
め
ら
れ

た
厚
さ
が
必
裂
と
な
り
ま
す
の
で
、

先

月
号
で
述
べ
た
惨
さ
の
も
の
を
設
け
て

く
だ
さ
い
。

地
下
タ
ン
ク
を
設
置
す
る

場
合

一
、
地
盤
面
よ
り
下
に
タ
ン
ク
（
以
下
地

下
タ
ン
ク
）
を
設
け
る
附
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
の
タ
ン
ク
室
に
設
け
る
か

ま
た
は
、
タ
ン
ク
を
ア
ス
フ
ア
戸
ト
ル

1
フ
イ
ン
グ
、

ア
ス
ブ
ア
戸
ト
プ
ラ
イ

マ
、
モ
ル
タ
山円相
可
で
保
護
し
て
設
け
る

こ
と
、
但
し
、
く
さ
り
に
く
い
相
質
で

つ
く
っ
た
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

。

朝
日
町
が
、
文
佑
財
慢
謹
モ
デ
山戸
地
区

＝一
、
地
下
タ
ン
ク
は
自
動
車
そ
の
他
の
重
町
と
し
て
園
の
指
定
を
受
け
て
か
ら
二
年
目

い
も
の
が
乗
っ
て
も
直
接
タ
ン
ク
に
荷

一
に
な
り
、
本
年
は
老
人
ク
ラ
プ
会
長
、
民

重
が
か
か
ら
な
い
よ
う
な
構
造
に
す
る
内
生
委
員
な
ど
特
殊
な
団
体
を
対
象
に
、
文

ζ

と
、
尚
、
そ
の
他
地
下
タ
ン
ク
を
訟
』
化
財
史
跡
め
ぐ
り
の
実
施
か
ら
、
町
文
他

障
さ
れ
よ
う
と
思
わ
れ
る
家
庭
で
は
、
司
祭
行
事
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
て
文
佑
財
写
真

消
防
署
の
方
へ
連
絡
し
て
設
け
る
よ
う
～
展
、
小
中
学
校
児
童
体
徒
か
ら
募
集
し

に
し
て
く
だ
さ
い
。
尚
、
今
迄
の
注
意
ヨ
た
、
文
化
財
愛
護
ポ
ス
タ
ー
及
び
標
語
の

事
項
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、

二
万
円

内
入
賞
作
品
展
、

そ
れ
に
中
央
か
ら
東
京
教

以
下
の
罰
金
を
取
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
戸
育
大
学
教
段
、

和
歌
森
太
郎
先
生
を
招
へ

ま
す

。

聞

い
し
「
歴
史
と
人
物
」
と
題
す
る
講
演
会

一
を
開
催
し
野
評
を
博
し
ま
し
た
。

消

防

署

へ

の

届

出

が

必

要

な

司
ハ
写
真
は
和
歌
義
太
郎
先
生
の
講
演
会
V

事
項

～

一
、
屋
外
で
火
決
と
ま
ぎ
ら
わ
れ
る
よ
う
一

な
火
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ら
ず
内

消
防
署
へ
届
け
出
る

こ

と

。

』

例
え
ば
、
大
量
の
古
羽
を
燃
や
す
時
、

司

法
家
で
秋
の
取
り
入
れ
後
、
四
回
で
縫
～

等
を
燃
や
す
跨
が
該
当
し
ま
す
。
】

ニ
、
消
防
に
使
用
さ
れ
る
用
水
や
氷
道
を
相

断
水
し
た
り
ま
た
は
、
水
を
少
な
く
す

一

る
場
合
や
工
事
等
の
為
に
泊
路
宇
佐
通
れ

｛

な
く
す
る
よ
う
な
場
合
。

』

三、

工
場
、
飲
食
店
、
脈
館
、
そ
の
他
一
一
一

般
家
庭
以
外
で
、
灯
油
類
を

一
O
Oリ
『

リ
ッ
ト
ル
以
上
五

O
Cリ
ッ
ト
ル
未
満

貯
蔵
取
り
扱
い
を
さ
れ
る
場
合
は
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

以
上
で
、
一
般
家
庭
に
必
裂
な
事
項
に
つ

い
て
説
明
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
詳
し
い

乙
と
に
つ
い
て
は
消
防
署
へ
お
た
す
ね
く

だ
さ
い
。

二
、
地
ト
タ
ン
ク
の
厚
さ
は
三
、
二
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
上
の
鋼
板
ま
た
は
金
属
板

若
し
く
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能

を
し
刊
す
る
も
の
で
つ
く
る
と
と
。

寸
文
化
財
愛
護
モ
デ
ル
地
区
」

「

二

年

目

の

行
事
い
ろ
い
ろ

し

。
文
化
財
愛
陵
標
語
優
努
作
品

－
文
佑
財
み
ん
な
ぼ
く
ら
の
た
か
ら
も
の

大
家
小
五
年
富
岡
准
二

・
文
化
財
湿
す
る
心
が
町
守
る

大
門
家
庄
六
年
吉
田

勝
彦

．
文
佑
遺
嵯
は
郷
土

X
悩
の
道
し
る
べ

泊

中

二

年

山

木

武

ワ



昭和48年 12月 10日
月刊（毎月10日発行）

;i 0 軽すと ま 油 に 所 県 て 間 さる聞や産と
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く相かは 閲で、油ど策なすて逮ま樹まが：i
だ談ら次 設も同柑逝 と 灯。姪のす生や世：：
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第
二
回

オ
リ
エ
ン
テ

l
リ
ン
グ

大
会
行
な
わ
れ
る

体
力
．
つ
く
り

運
動
強
調
月
間

泊
中
学
校
｜
｜
a
城
山
コ
l
ス

ひ

体
力
づ
く
り
の
迎
励
強
調
月
聞
に
ち
な

み
、
十
月
二
十

一
日
町
教
妥

・
体
協
主
催

に
よ
り
泊
中
学
校
か
ら
域
山
コ

l
ス
の
節

二
回
朝
日
町
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
大
会

を
開
催
、
約
八
十
名
が
参
加
し
て
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
の
成
舗
は
次
の
と
お
り

で
す
。

V
一
一
般
の
鶴

さあ（野議会易詞）第220号(5) 

永
日
明
弘
、
寺
崎
道
義
、

子
組

木
村
容
夫
、
大
附
友
情
、
東
附
栄

子
組

V
小
学
生
の
部

優
勝

里町
見
守
美
、
内
川
総
、
大
平
芳

明
、
米
間
毅
組

次
勝

川
出国
俊
治
、
松
下
茂
、
下
沢
久

直
、
佐
渡
雅
附
組

V
中
学
生
の
部

優
勝

水
島
一
夫
組

次
勝

木

村

茂

組

V
親
子
の
錫

優
勝

折

谷

要

、
奨
佐
摩
毘
乃
、
平
崎

利
子
組

松
本
徳
和
親
子

優
勝

広
川
順

次
勝

次
勝

エコスキー教室エコ

ことしも開かれます

。
ス
キ
l
教
室

参
加
者
募
集
。

U
冬
の
体
力
，つ
く
り
は
ス
キ
ー
か
ら
日

今
年
も
ス
キ
l
教
室
を
開
講
し
択
の
要

領
で
参
即
者
を
募
集
し
ま
す
。

一
月
二
十
日
（
日
）

i
二
十

二
日
（
火
）
二
泊
三
日

三
峰
ス
キ
1
湯
（
宮
不
足
で

で
き
な
い
と
き
は
長
野
県
わ

ら
び
平
ス
キ
1
弱）

初
心
者
を
中
心
と
す
る
。

利
五
十
名
（
申
込
順
）

同
朝
日
町
内
に
住
附
を
有
す

る
者

料
全
日
程
を
確
実
に
参
加
で

き
る
者

一
人
四
、

0
0
0円
〈
宿
泊

費）

わ
ら
び
平
の
場
合
交
通

費
が
プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す。

マ
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
記
入
の
う
え
、
参
加
費

て
C
O
O円
を
添
え
て
申

し
と
む

・
申
込
金
の
な
い
も
の
は
受
付
け
ま
せ
ん

．
申
込
締
切
後
受
講
を
取
り
消
し
て
も
申

込
金
除
返
還
し
ま
せ
ん
。

マ
申
込
先

問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
A

電
①
二

O
四
）

マ
期

日

マ
会

場

マ
対
象
者

マ
受
講
者

マ
参
加
費

ニ 三蝿スキー場 ニ

十

一
月
十
一
日
（
日
〉
泊
中
体
育
館
で

行
な
わ
れ
た
パ
ν

1
、
ハ
ス
ケ
ッ
ト
耐
火

会
の
成
舶
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

マ
町
民
，
ハ

ν
1
ボ

l
w
大
会

見
－チ
川
政
勝
火
家
庄
次
勝

五
箇

庄

参
加
七
地
区

女
子

優

勝

泊

二

区

次

勝

大

家

庄

参

加
四
地
区

マ
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

男

子

優

勝

泊

一

区

次

勝

泊

三

区
参
加
七
地
区

女

子

優

勝

大

家

庄

次

勝

泊

三

区
参
加
三
地
区

マ
来
春
の
体
協
行
事
予
定

一
月
十
三
日
町
民
柔
通
大
会

二
月
十
日
町
民
ス
キ
l
大
会

（
二
月
十
七
日
郡
体
ス
キ
l
大
会
〉

三
月
三

日
町
民
バ
ド

・
車
球
大
会

的
ソよだ園学

よい子のみなさん

おめでとう

富山県科学展

発明工夫展

大量入賞

去
る
十
一
月
一
日
i
三
日
、
県
民
会
館

で
開
催
の
標
記
の
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た

作
品
の
う
ち
次
の
通
り
大
量
に
入
賞
い
た

し
ま
し
た
。

県
斜
学
反
（
出
品
数
小
5

中
2
）

金
賞

「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
観
察
」

境
小
周
年
水
島

「
い
き
も
の
に
つ
き
」

師
谷
分
校

二
庁
生
全
日
向

「
タ
イ
ズ
の
発
穿
と
成
長
」

境
小
五
年

水

副

理

風

間
中
山
恵
美

「
ふ
り
と
の
研
究
」

小
川
中
三
年

制
学
ク
ラ
ブ

「
波
間
の
研
究
」

小
川
中
－

一年

制
学
グ
ラ
プ

県
発
明
く
ふ
う
展

入
選
「
山
本
式
身
長
計
」

山
崎
小
六
年
山
本
邦
浩

〈
写
奥
は
見
事
金
鈴
を
獲
得
し
た
塊
小

学
校
四
年
水
品
知
之
君
と
そ
の
作
品
V

担銀
賞

銀事民銀
筒

知
之

一

ぷ
朝
日
町
人
事
異
動
燃機

一

一

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
二
十
六
日
付
一

一

新

旧

－

一

（
泊
病
院
）

－

一
新
川
広
域
閤
事
庶
務
係
蜘

氷
見
八
郎
－

一
務
組
合
派
遣

事

一
庶

務

係

長

出

納

係

長

章
一
一
静
夫
一

一
事
務
長
代
理

－

一
出
納
係

主

任

主

事

島
錨
武
雄
－

nono咽
l



体
育
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
に
伴
な
う

。
金
品
寄
贈
者
芳
名
。

昨
年
十
月
開
館
し
た
朝
日
町
勤
労
青
少
闘
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

年
体
育
七
ン
タ
！
と
明
日
町
福
祉
セ
ン
タ
資
金
寄
付
者
は
七
二
名
で
金
額
は
一
千

ー
は
、
そ
の
後
全
町
民
の
脳
設
と
し
て
広
百
五
十
六
万
三
千
円
、
美
術
作
品
格
問
者

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
き
に
本
誌
は
二
六
名
で
す
。

で
）
部
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
朝
日
町
ど
芳
志
を
賜
わ
っ
た
つ
ぎ
の
留
さ
ん
に

出
身
な
ら
び
に
在
住
の
臼
さ
ん
か
ら
刷
セ
は
こ
こ
に
誌
上
を
か
り
で
厚
く
お
仙
申
し

ン
タ
！
の
施
設
備
品
購
入
資
金
と
福
祉
セ
あ
げ
ま
す
。
（
順
不
問
・
敬
称
略
・
昭
和

ン
タ
ー
に
掲
げ
る
美
術
作
品
を
寄
付
、
計
四
十
八
年
十
一
月
十
日
現
在
）

vmvゆ
＠
ゆ
＠
山
v
gめ
＠
妙
。
。

ω－
ゆ
＠
ゆ
＠
ゆ
M
W
・
ゅ
。
ゆ
＠
φ
出
V
ゆ
＠
ゆ
＠
ゆ
＠
め
＠
ゆ

資

金

寄

付

者

小

沢

孝

行

東

京

都

新

制

ば

金

井

俊

一

北

瓶

道

釧

路

市

中

島

政

平

副

日

町

ド

沢

健

次

朝

日

町

中

谷

政

府

エ

門

北
海
道
陶
釦
市

岡

山

三

郎

朝

日

町

川

上

敏

雄

京

都

市

北

区

．

丹

藤

削

男

大

阪

市

山

区

小

閑

俊

政

大

阪

市

福

島

区

円

東

制

続

出

工

場

朝

日

町

水

防

藤

太

郎

静

岡

県

浜

松

市

大

合

牒

護

大

阪

市

阿

杭

野

区

加

藤

与

宰

東

京

都

渋

谷

区

根

達

金

一

横

浜

市

南

区

坂

口

伊

作

横

浜

市

神

奈

川

区

傑

松

幸

太

郎

朝

日

町

制

地

界

東

京

都

渋

谷

区

岡

本

秀

夫

大

阪

府

高

槻

市

九

里

直

毅

名

古

鹿

市

港

区

赤

川

英

作

大

阪

市

南

区

丸

岡

三

郎

東

京

都

港

区

数

家

健

次

郎

大

額

市

南

区

波

間

三

郎

兵

衛

北

海

道

稚

内

市

竹

内

政

治

兵

陣

県

西

寓

市

西

村

清

治

東

京

都

港

区

追

分

栄

野

富

山

県

魚

崎

仲

市

水

島

信

一

様

京

都

大

田

区

木

村

券

次

愛

知

県

幡

亘

町

’

平

野

高

七

富

山

県

大

沢

野

町

青

柳

政

二

大

阪

市

岡

区

守

崎

作

嵐

山

首

手

県

釜

石

市

前

回

寿

志

東

京

都

足

立

医

石

岡

沼

市

北

師

道

函

伊

市

清

水

辰

次

郎

千

葉

県

船

橋

市

藤

井

順

平

千

葉

県

山

武

町

寺

田

政

一

胡

日

町

水

島

茂

太

郎

制

日

町

九

里

良

介

東

京

都

杉

並

区

水

島

与

松

朝

日

町

松

合

昭

二

東

京

都

世

田

谷

区

渡

辺

良

造

朝

日

町

近

藤

重

凪

富

山

市

藤

田

繁

松

富

山

県

魚

津

市

朝

日

町

職

員

組

合

制

日

町

折

谷

英

和

北

海

道

亀

田

市

牧

野

啓

級

東

京

都

北

区

根

建

健

三

大

阪

市

浪

一

旭

区
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勝

田

秀

堂

京

都

市

下

京

区

由

井

茂

大

阪

市

南

区

水

島

市

女

男

朝

日

町

五

十

嵐

光

子

東

京

都

港

区

島

伊

吉

岩

手

県

釜

石

市

一
円
出
喜
久
三
富
山
県
宇
奈
月
町

相

原

彦

治

東

京

都

渋

谷

区

小
更
老
人
ク
ラ
プ
朝
日
町

草

野

寛

正

富

山

市

九

里

も

よ

朝

日

町

黒

坂

基

文

富

山

県

高

岡

市

須

賀

孝

之

東

京

都

港

区

郎
山
田
利
吉
横
浜
市
神
奈
川
区

神
能
喜
三
松
東
京
部
千
代
田
区

加

須

孝

静

岡

市

長

沼

横

山

隆

志

山

行

手

県

仙

台

市

深

松

志

隆

北

海

道

札

幌

市

池

原

裕

北

海

埴

札

幌

市

松

詣

康

福

岡

市

中

央

区

内

山

敏

之

鳥

取

県

気

高

町

梅

沢

一

之

東

京

都

中

央

区

横

尾

郁

夫

新

潟

県

真

砂

町

酒

井

亮

治

東

京

都

世

田

谷

区

大

森

茂

樹

浜

巾

巾

区

神

保

恒

雄

新

悶

県

長

岡

市

美
術
作
品
寄
贈
者

。

絵

画

豊

秋

半

次

井

口

文

秀

長

崎

英

人

仙

名

秀

雄

長
崎
助
之
が
一

谷

川

山

郷

閣

部

善

治

殿

村

芳

謙

大

島

修

三

杭
々
木
幸
雄

池

原

堅

一

水
島
琴
四
郎

京
都
市
在
京
区

東
京
都
練
馬
区

東
京
都
小
平
市

東
京
都
練
馬
区

朝
日
町

朝
日
町

朝
日
町

朝
日
町

富
山
市

朝
日
町

制
日
町

納
臼
町

明朝東
卜｜日京
町 町 都

東
F三
和
市

への人 し 1で
寄でた ζ1こダは去
付収ちれ。ン 小る
い益には 兵学十
た金愛年 パ校一
しのの末 1体月
ま一手も テ育十
し部を近 イ館八

、たを 」 づ γ に日
。朝とき ョーお（
日提「 ' lい田
町 If，富恵 をて）
普さま 開チ夜
意れれ 催 ャ
銀たな レリ連
行もい まテ青

湯
口

大
平

時＝uh
 

－－ノo
s
 

大
平

吉
田

爪
生

水
鳥

A
V
彫柚

月

芳

田
中
三
太
郎

阿
部
美
知
夫

〈

〉

工

芸

舟
本
伊
次
郎

大

平

つ

ぎ

新
川
信
金
泊
支
店

政寿一敏
二雄衛明

朝
日
町

朝
日
町

朝
日
町

朝
日
町

山
寝

泊
亭

靖
亭

京
間

釘
目

東
京
都
中
野
区

朝
日
町

惰
山
市

富
山
市

朝
日
町

朝
日
町

朝
日
町未

ち

の

み

去

る

過

め

た

た

納

し

つ
丸
亀
古
車

な

料

れ

に

険

か

効

保

開

時

納

が

山
国
民
年
金
保
険
料
は
、
二
年
聞
納
め

山
ず
に
放
置
し
て
お
く
と
時
効
に
な
り
六

山
十
五
才
に
な
っ
て
も
老
令
年
金
を
受
け

川
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

山

ζ

の
よ
う
に
な
ら
な
い
た
め
来
年
一

川
月
か
ら
特
例
的
に
、
時
効
に
か
か
っ
た

川
期
間
の
保
険
料
を
納
め
る
と
と
が
で
き

川
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
保

山
険
料
は

一
ヶ
月
九
百
円
で
、
間
相
五
十

川
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
’
制
め
な
け

川
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

川
今
後
六
十
才
ま
で
の
聞
に
老
令
年
金

山
を
受
け
る
の
に
必
要
な
期
間
を
満
せ
な

福祉三1
L窓d

n
h
v
n
h
u
n
y』

題韻語翻E
チ
ャ
リ
テ
ィ

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ー

リ
牧
益
金
を
善
意
銀
行
へ

H巴

い
人
は
も
ち
石
ん
納
め
る
べ
き
で
す
が
剛

、
満
し
て
い
る
人
で
も
、
過
去
に
時
効
川

に
な
っ
た
未
納
保
険
料
の
あ
る
人
は
、
川

よ
り
高
額
な
年
金
を
受
けγ
る
た
め
に
、
川

と
の
機
会
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

一一
山

昭

和

十

王

年

に

川

金

鶏

勲

章

を

…

う

け

た

方

へ

川

金
調
勲
章
を
う
け
た
方
で
旧
金
鶏
勲
山

登
叙
賜
一
時
金
受
給
者
（
昭
和
＋
五
年
川

四
月
二
十
九
日
付
で
金
鶏
動
意
を
授
与
川

さ
れ
た
己
と
に
よ
り
、
一
時
賜
金
と
し
刷

て
賜
金
国
庫
債
券
を
支
給
さ
れ
た
方
に
川

対
し
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
銀
杯
と
密
状
川

が
贈
ら
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
手
紙
き
を
川

し
な
い
た
め
に
鳴
ら
れ
て
い
な
い
方
が
川

お

ら

れ

ま

す

。

川

四
十
八
年
中
に
手
続
き
し
な
い
と
受
川

船
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
十
二
月
川

二
十
八
け
ま
で
に
住
民
説
福
祉
係
で
一会

川

急

手

続

き

し

て

く

だ

ざ

い

。

川
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H
県
立
自
然
公
園

l

円
北
叉
谷
遊
歩
道
が

昭和48年 I2月 I0日
月 刊 (t桂月10目指行）

改
修
さ
れ
ま
し
た
｜
一

ひ

県
立
自
然
公
園
事
業
と
し
て
行
な
わ
れ

て
い
た
北
X
谷
遊
歩
道
の
改
修
工
事
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た。

越
道
線
体
温
か
ら
北
又
谷
へ
下
り
る
こ

の
歩
道
は
、
北
又
谷
川
辺
探
勝
の
ハ
イ
キ

ン
グ
道
路
と
し
て
、
ま
た
明
白
岳
登
山
の

コ
ー
ス
と
し
て
俗
年
多
く
の
人
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
狭
い
う
え
に
急
坂
で
す

べ
り
や
す
く
、
危
険
な
た
め
、
そ
の
改
修

が
望
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。

改
修
以
っ
た
雌
歩
道
は
、
延
長
二
凶
五

米
に
わ
た
り

一
・
冗
米
に
拡
帽
を
し
て
砂

利
を
敷
き
、
全
栂
側
溝
を
完
備
、
ま
た
急

な
坂
に
は
階
段
を
入
れ
、
三
簡
所
に
危
険

柵
を
設
践
し
て
、
プ
ーナ
林
に
か
と
ま
れ
た

す
ば
ら
し
い
開
勝
進
路
と
し
て
生
ま
れ
か

わ
り
ま
し
た
。

さあ

八
写
真
は
改
修
さ
れ
た
北
又
谷
遊
歩
道
〉

（駒縞品易会~~第220号

。
＋
－
一
月
十
六
日
の
日
曜
日
に
は
家
族
み

ん
な
で
年
賀
状
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

乙
と
し
も
十
二
月
十
五
日
か
ら
年
賀
状

の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
早
め
に
準
備
し

亡
楽
し
く
心
の
と
も
っ
た
年
賀
状
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
元
自
に
必
ら
ず
先
方
に
届
く
よ

う
お
そ
く
と
も
＋
二
月
二
十
二
日
ま
で
に

お
出
し
下
さ
い
。

。
郵
便
番
号
は
住
所
の
一
部
で
す
。
正
し

く
は

っ
き
り
と
必
ら
ず
お
宙
き
く
だ
さ
い

な
お
、
あ
な
た
の
住
所
に
も
郵
便
落
号

を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

。
あ
て
名
は
は
っ
き
り
正
確
に
。
特
に
ア

ハ
ー
ト
等
に
お
住
ま
い
の
刀
、

同
席
、
下

宿
の
万
、
お
子
ざ
ま
な
ど
に
あ
て
る
と
き

は
、
肩
書
き
を
省
略
し
な
い
で
必
ら
ず
書

い
て
く
だ
さ
い
。

。
年
賀
状
を
出
さ
れ
る
と
き
は
、

「
町
内

あ
て
」
「
寓
山
県
内
あ
て
」
「
他
の
府
県

あ
て
」
な
ど
と
書
い
た
紙
片
を
上
に
し
、

た
ぱ
ね
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

。
小
包
は
お
早
く

お
そ
く
と
も
十
二
月

十
五
固
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

。
年
賀
状
の
配
達
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お

ね
が
い
し
ま
す
。
元
日
に
は
、
仕
事
を
休

む
事
務
所
、
商
店
が
あ
り
ま
す
が
、
属
、

シ
ャ
γ
タ
ー
が
商
っ
て
い
る
と
、
配
達
が

困
難
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
郵
似
物
が

よ
ど
れ
た
り
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す。

郵

便
受
箱
の
な
い
事
務
所
、
商
店
な
ど
は
必

ら
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
な
ど
を
開
け
て
お
く
よ

う
と
協
力
く
だ
さ
い
。
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。
生
ま
れ
た
人

や
結
ぼ
れ
た
人

－
な
く
な
ら
れ
た
人

（
昭
和
四
十
八
年
十

一
月
十
五
日
現
在
）

。
出

境境境宮
崎

正沼
保

沼
保

沼
保

荒
川

道
下

道
下

東
百
平
野

東
草
野

平
柳

平
柳

平
柳

桜
町

草
野

草
野

山
崎
新

横
道

下
野

。
綜’何 百

生

（お
す
こ
や
か
に
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人
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水

U
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川
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先

之
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則女男女女男女関女 関 男女女女女女女女 ！月女男女

事

代

友

明

志

保

秀

世
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麻
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直
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希
山
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軍
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美聡

婚
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に
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時
V
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内
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富
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荒

川

大

家
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荒

川
荒
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・
荒

川
入

善

町

・
道

下

宇

奈

月

・
道

下

山

崎

・
道

下
富

山

市

・

平
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平

柳
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桜
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耐

保

・
月

山

入

善
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南

保

半

刑判

・

山

崎

沼

保

・
大

家

芹
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勝
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造

九

里
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井

芳

和
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井

貞

子

大

久

保

栄

大

崎

信

子

氷

見

良

章

柏

木

明

子

金

沢

英

二

鹿

限

利

子

寺
田

富
土
夫

谷

口

恵

子

渡

辺

育

夫

島

国

道

代

大

倉

久

信

井

口

巻

子

南

保

克

治

南

保

恵

子

南

保

純

二

中

易

和

子

九

里

立

身

松
倉
い
そ
子

黒

坂

菊

光

秀

永

友

子

殿

村

幹

夫

平

野

優

子

藤

田

君

男

藤

田

賢

子

宇

田

良

一

下

回

利

子

永

井

郷

隆

室

隆

子

字

削

川木
造

平

川

麻

子

並

沢

正

夫

車

東

好

子

石

楠

口

付

柴
田
万
則
子

下下
4砂
死

ム
宮
崎

。
宮
崎

ム
笹
川

ム
泊

〈心
泊

ム
沼
保

。
平
柳

ム
平
柳

ム
蛭
谷

八凸
不
動
堂

ム
横
水

ム
下
山
新

編
集
兼
苑
行

印

刷

所

送

料

定

価
郵
便
帯
号

野野

小

川

孝

一

小
川
佐
代
子

亡

（お
く
や
み
由
申
し
上
げ
ま
す
）

河
内
み
つ
ゑ
（
五
五
）

原
さ
っ
き
（
五
ヶ
月
）

竹
内
伊
三
郎
（
七
六）

陪
塩
チ
ヨ
〈
八
一
一
）

湊

フ

デ

〈
八
五
）

水

島

茂

（

五

三

〉

中
山

奨
恵
子
（
一
五
）

w
f
E
長
盛
（
五
二）

米
丘
も
と
〈
八
一
）

四
杉
み
よ
〈
八
六
）

沢

井

よ

ね

（

八
三
一）

．
出
品
隆
義
（
一
一
一
）
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